
 
 
 
 
 
 
 

 

本校グランドが完成したのは今から 45 年前、昭和 49 年 9 月 20 日のこと。その年の

10 月 6 日に治田小第一回運動会が開催されました。回を重ねて第 46 回。日頃よりお世

話になっている地域の皆様をご来賓にお迎えし、秋晴れのもと、6年生で編成された鼓

笛隊を先頭に、全校児童が校庭を元気に行進して開会いたしました。 

二週間余りの特別時間割で各種目練習を積み重ねました。それらに加えて、鼓笛隊の

練習、応援団の練習、選抜リレー練習、校庭用放送機器の設置や大綱・大玉等の大道具

の出し入れなど、運動会に向けての期間は子どもたちにとって特別に激務だったかもし

れません。そんななか、各自目標をもってたくましく「前進」したこと、仲間と協力し

合って競技や演技に臨む姿は素晴らしいものでした。勝って飛び跳ねて喜ぶ姿、負けて

這いつくばって悔しがる姿など、どちらからも「全力」「本気」を感じました。 
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運動会開催に向けて先ず、頑張ったことは「校庭の草取り」。「朝の特別練習」の終了後に、一人 20 本、30

本と除草の目標を決め、短時間とはいえ全校児童一丸となって取ると、園芸委員が運転する一輪車がたちまち草

でいっぱいになりました。協力すること、力を合わせることの素晴らしさを実感しました。「みどりの時間」に

は、地域の皆様もボランティア草取りに駆け付けてくださいました。また 8/31 の PTA 早朝作業でも環境を整え

ていただきました。チーム治田、全員で創り出した運動会。ご支援、ご協力、ありがとうございました。 

 



5.6 年生一丸となって取り組んだ「組体操」。特練期間中、2 名の学習ボランティア

様に部分練習、全体練習の要所を支えていただきました。晴天に恵まれた当日、練習の

成果を発揮して、校庭全面を使って、心技体で「ふるさと治田」を表現いたしました。

「木の枝」を表現するために、ご自宅でも倒立練習をしたお子さんが多数いたと思いま

す。全ての競技、演技に温かなご声援、拍手を賜りましたことに感謝申し上げます。 

 

児童会の呼びかけに応じて、年間を通じたアルミ缶の収集にご協力いただきありがと

うございます。朝 8 時、当番となっている福祉委員は、提供いただいたアルミ缶の重さ

を、玄関にある計量ばかりで計量しています。昨年は、この日常的な資源回収により換

金された資金を校区内の老人保健施設「ひまわり」様にお贈りしたところ、車椅子一台

を購入することができたとの報告とお礼の手紙をいただきました。みんなで集めた「ア

ルミ缶」が誰かの役に立っているとしたらとても嬉しいことですね。 

〇 9 月 28 日(土) 13:00。あんずホールにて「稲荷山・桑原・八幡ふるさと物語」の発表が行わ

れます。本校より、4 年 1 組児童が参加し「治田ふしぎ発見!」と題して、総合的な学習の時

間に探究した「ふるさと学習」の成果をご披露いたします。ご参観いただければ幸いです。 
〇 9/4 千曲警察署交通課長をお招きし、職員研修会を開催いたしました。交通事故概況や事故

の傾向性、社会問題となっている「煽り運転」について、更に自転車事故事例、そして 2104

年施行の「自動車の運転により人を死傷させる行為等の処罰に関する法律」といった
最新の法律事情の講義や最新の DVD 視聴をいたしました。交通違反行為、とりわけ飲
酒運転が「周りに及ぼす影響」の大きさ、「罪悪性」についてあらためて確かめ合う
ことが出来ました。* 10/1 より自転車の運転に際しては「損害賠償保険加入」が義務
付けられています。 

 


